
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 進数を用いたマジック 
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今回はよく知られている 2 進数を用いた「数あてマジック」を紹介します。 

準備するものは次の表だけです。 

                                

   

（手順１）まず、相手に 1 から 63 までで好きな数字を１つだけ、思い浮かべてもらいます。 

（手順２）次に、表 A ～ 表 F の順で、その数字が各表の中に入っているかどうかを相手に尋ねます。 

     このとき、あなたは次のような計算を行います。 

① 表 A にその数字が入っている場合は 1(=𝟐𝟎)、入っていない場合は 0 とします。 

② 次に、表 B にその数字が入っている場合は表 A で得た数に 2(=𝟐𝟏)を加え、入っていない場合は表 A

で得た数に 0 を加えます。 

③ 以下同様にして、表 C、D、E、F にその数字が入っている場合はそれぞれ 4 (=𝟐𝟐)、８(=𝟐𝟑)、16(=𝟐𝟒)、

32(=𝟐𝟓)を加え、入ってない場合は 0 を加えます。 

（手順３）表 F まで計算したら、その数を相手に伝えましょう。その数が相手の思い浮かべた数になってい

るはずです。例えば、「50」の場合は、表 B、E、Fにあらわれるので、 

「(𝟐𝟎×0)+(𝟐𝟏×1)+(𝟐𝟐×0)+(𝟐𝟑×0)+(𝟐𝟒×1)+(𝟐𝟓×1)=2+16+32=50」となります。 

もう「種」は分かりましたか？ 機会があったら、この「数あてマジック」を使ってみてください。 

（文：倉富） 
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